
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
一
年
が
、
少
し
で
も
暮
ら
し
や
す
く
、
幸
せ
を
感

じ
ら
れ
る
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
以
来
、
私
た
ち
の
生
活
に
、
医
療
生
協
の
活
動
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
は
、
昨
年
５
月
に
感
染
症
法
上
の
２
類
相
当
か
ら
５
類
へ
移
行
し
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
、
感
染
対
策
・
対
応
が
必
要
な
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
場
合
の
医
療
費
の

自
己
負
担
も
始
ま
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
来
年
度
以
降
は
有
料
化
の
見
通
し
で
す
。
次
の
感
染
症
へ

の
対
策
は
見
え
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
教
訓
が
い
か
さ
れ
て
い
く
の
か
心
配
で
す
。

　

２
０
２
２
年
２
月
に
ロ
シ
ア
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
、
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
い
ま
だ
停
戦
和
平
の
道
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
、
昨
年
の
10
月
７
日

に
は
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
攻
撃
を
契
機
と
し
て
、
中
東
ガ
ザ
地
区
で
の
激
し
い
紛
争
が

始
ま
り
ま
し
た
。
犠
牲
者
数
は
パ
レ
ス
チ
ナ
側
で
日
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事

務
総
長
は
「
何
も
な
い
状
況
か
ら
急
に
起
こ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
発
言
し
、
ガ
ザ
に
お
け
る
パ

レ
ス
チ
ナ
の
人
々
の
劣
悪
な
人
道
状
況
の
問
題
を
訴
え
ま
し
た
。
ユ
ニ
セ
フ
（
国
連
児
童
基
金
）
は
、

ガ
ザ
地
区
が
「
子
供
の
墓
場
と
化
し
て
い
る
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
と
も
思
え
る
よ
う
な
状
況
を
許
容
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

師
走
に
な
っ
て
、
政
界
に
は
激
震
が
走
り
ま
し
た
。
自
民
党
安
倍
派
等
に
よ
る
政
治
資
金
パ
ー
テ

ィ
の
裏
金
問
題
で
す
。
ま
っ
た
く
説
明
し
よ
う
と
し
な
い
姿
勢
は
第
2
次
安
倍
政
権
以
降
続
く
定
番

の
ス
タ
イ
ル
で
す
。「
丁
寧
に
説
明
す
る
」「
適
切
に
説
明
す
る
」
と
だ
け
言
っ
て
、
何
も
説
明
し
な

い
。
企
業
団
体
献
金
を
制
限
す
る
か
わ
り
に
税
金
で
政
党
交
付
金
が
作
ら
れ
ま
し
た（
１
９
９
４
年
）。

自
民
党
の
各
派
閥
は
、
政
党
交
付
金
は
も
ら
い
、
企
業
団
体
献
金
も
も
ら
い
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

と
い
う
名
の
実
質
的
な
寄
付
金
集
め
も
す
る
、
そ
の
上
、
政
治
資
金
規
正
法
す
ら
守
ら
な
い
。
き
わ

め
て
不
誠
実
で
す
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
は
ず
の
物
価
高
対
策
も
少
子
化
対
策
も
不
十
分
で
す
。
さ

ら
に
医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
は
圧
縮
し
、
防
衛
費
だ
け
は
確
保
す
る
と
い
う
政
治
の
先
に
、
生

活
改
善
の
未
来
が
見
通
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
橋
協
立
病
院
の
新
病
院
建
設
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
基

本
設
計
、
実
施
設
計
へ
と
進
ん
で
い
く
わ
け
で
す
が
、
10
年
前
と
比
べ
て
、
倍
近
く
に
な
っ
た
建
設

費
を
い
か
に
賄
う
の
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に
大
い
に
医
療
生
協
の
病
院
・
診
療
所
、
介
護
事
業
所
な
ど
を
活
用
し
て

も
ら
い
、
様
々
な
声
を
集
め
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
事
業
所
に
改
善
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
経
営
を

作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
方
に
組
合
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
・
出

資
・
運
営
を
強
化
に
し
て
い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
の
困
っ
た
に
応
え
、
生
活
支
援
の

活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
病
院
建
設
運
動
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
に
は
留
意
し
つ
つ
、
く
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
目

指
し
て
、
一
緒
に
今
年
も
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
ち
ょ
う
し
ん
き
は
お
休
み
し
ま
す

二
〇
二
四
年

二
〇
二
四
年

二
〇
二
四
年

迎 春迎 春迎 春迎 春迎 春迎 春迎 春

　

海
か
ら
昇
る
初
日
の
出
を
油
彩
で
描
い
て
い
ま
す
。

　

絵
の
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
海
は
、
あ
え
て
暗
い
色
づ
か
い
と
し
て
お
り
、
昨
年
ま

で
の
感
染
症
や
社
会
情
勢
な
ど
の
暗
い
出
来
事
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
対
し
て
、

朝
日
は
こ
れ
か
ら
に
期
待
し
て
、
明
る
く
鮮
や
か
な
色
づ
か
い
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
画

で
は
、
空
の
色
が
明
確
に
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
空
が
何
色
に
な
る
の
だ
ろ

う
と
い
う
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
橋
協
立
病
院　

医
師　

木
村
彰
仁

群
馬
中
央
医
療
生
活
協
同
組
合

理
事
長
　
半
澤
　
　
正
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　新病院建設は、2023年12月までに基本設計を策定することを予定し、基本構想プロジェクト会議で
継続して協議をすすめてきました。しかし、世界的な原材料などの価格高騰、建設労働者の賃金上昇な
どによる建設単価上昇という厳しい外部環境の影響をうけ、10月までは会議のたびに配置図・平面図が
変わるというような事態でした。議論が二転三転とするような状況であったため、進捗状況をお知らせ
することができなかったことをお詫び申し上げます。
　ようやく基本計画の方向性を提示できる段階まで議論をすすめることができましたので、この間の経
過も含め、以下に報告いたします。

2026新病院だより　特別報告

新病院基本計画の方向性ようやく確定！
厳しい外部環境下、創意を凝らした議論で前に動き出す

建設単価上昇で予定した総事業費用を大幅に上回る
　左下の表「配置図・平面図議論の推移（抜粋）」にあるよう
に、定例ミーティングで、京都建築事務所から平面図とともに
提案された費用概算は50億円を超え、予定している総工費用
を大幅に超過しました。その背景には、物価高騰による建設単
価の上昇の影響があり、坪単価は140万円から150万円と上昇
（10年前に比べ、２倍近い単価）。このことにより、当初予定し
ていた４階建てを3階建てにするなど、ミーティングのたびに
図面が変更されていきました。それでも建設費用は50億円を
切ることはなく、基本構想プロジェクト会議は厳しい議論を強
いられました。

安心・安全な療養環境を守りつつ総事業費用抑えるために
　９月の基本構想プロジェクト会議では、建替えをしないで大
幅改修するという選択肢についても検討を行いましたが、患者
さんの安心・安全な療養環境を守ることはできないことや職員
への負荷も増大することなどにより、予定通り建て替えること
を確認しました。
　また、設計事務所から建設費用を抑えるための提案を受け、
10月以降は、軽量鉄骨を取り入れた付属棟に外来部門を移し、
病棟が入る本館棟は2階建てとするなど、創意を凝らした議論
を粘り強く継続しててきました。これから最終的な配置図・平
面図と費用概算の調整に入っています。

今からできるコミュニティ拠点としての取り組みを！
　当初有効活用する予定だった既存施設については、以下のこ
とを理由に解体する方向で検討に入っています。
　・活用は、１階と２階の一部にとどまる
　・�新館棟との間に渡り廊下をつくることが不可能なため利便
性が悪くなる

　・�解体費用が想定額よりも減らせることが明らかになってきた
　・�付属棟による建設用地拡大に伴う、駐車スペースの確保が
困難

　コミュニティ拠点については、新たな広場設置や残る施設を
有効的に活用する方向としました。今からできることに取り組
みつつ、どのような拠点にしていくか、地域のみなさんと議論
をすすめていきます。

みなさまのご理解・ご協力をこころから呼びかけます！
　2019年の群中生協10年構想で新病院建設を掲げたときに
は想定できなかった外部環境の厳しさの中でも、地域にとって
必要とされる「生活支援型病院・コミュニティ拠点」として、
新病院建設をすすめていく所存ですので、地域のみなさまのよ
り一層のご理解と、増資・寄付などのご協力をあらためて呼び
かけさせていただきます。

臨時総代会で示した新病院基本構想
　2022年12月17日開催の臨時総代会で議決された「新病院
基本構想」は、「生活支援型病院　みんなのコミュニティ拠点」
として、病床数150床、病床機能としては、急性期機能＝一般
急性期病床、回復期機能（リハビリテーションと在宅復帰支援）
＝地域包括ケア病床・回復期リハビリ病床とすること、外来は
「かかりつけ医」機能の強化、訪問診療等在宅事業の拡充、総
事業費用40億円などを示しました。
　議案の一部を以下に紹介します。

                          

                          

設計事務所との定例ミーティングで図面協議スタート
　４月からは設計監理業務を担当する京都建築事務所との定
例ミーティングで、配置図・平面図協議もスタートし、基本構
想プロジェクト会議での協議を経て理事会への報告を随時行
いながら、2023年12月までに基本設計を策定することをめざ
し協議をすすめてきました。京都建築事務所との定例ミーティ
ングの議論状況を以下にまとめました。

    

（　			）
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こころあたたまる文化祭
通所リハビリテーションさくらんぼ

　11月3日、文化の日に「通所リハビリテーションさくらんぼ」

の文化祭を開催しました。

　この日のために利用者のみなさんがそれぞれ自分の得意とす

る作品を一生懸命作りました。

　当日は壁一面に飾られた力作の絵や手芸品を職員と一緒に一

人ひとり順番に見て回ったり、コーラスが得意な利用者さんと

職員での合唱、職員に

よるソーラン節の披露

まであり、盛りだくさ

んの開催となりまし

た。

　利用者さんと職員で

一緒に作り上げた、思

い出深い催し物となり

ました。

　前橋協立病院１階の外来フロア横に、社保平和まちづく

りコーナーができたことをご存じですか。職員が中心とな

り活動している社保平和まちづくり委員会ですが、今年度

から新体制となり活動を再始動しています。コーナーには、

病院で行なわれた様々な活動を掲示しています。

　10月に実施した10.19いのちまもる総行動の当日の写

真も張り出してあります。行動に参加し、改めて現在の日

本の社会保障費を削り、軍事費を増やすための税金投入を

している政治の在り方に憤りを感じました。今回の総行動

を通じ、医療や保育などの現場から社会保障の必要性を訴

えていく事の重要性を強く感じました。

　社保平和まちづくり委員会は自分たちから学び合い情報

を発信する事で様々な活動のきっかけを作り、地域で暮ら

す方々に必要な社会保障充実のため、全職員に運動を広げ

ていきます。地域や医療現場の声を届けるために各種署名

も設置しています。是非、前橋協立病院へ来院した際には、

社保平和まちづくりコーナーへもお寄りください。

前橋協立病院　医事課　小貫勇人

（社保平和まちづくり委員会　事務局長）
　みんなの家つつみでは、普段外出する機会が少ない利用

者さんに季節を感じてもらおうと、11月28日に紅葉狩

りドライブと秋の食材を使った手作り芋ようかんのおやつ

レクを開催しました。

　紅葉狩りドライブでは、みどり市の高津戸峡へ出かけて

景色や紅葉を眺めたり、きれいに色付いた落ち葉を手土産

にと、利用者さんから笑顔が溢れていました。

病院内の社保平和まちづくり
コーナーをご存じですか

紅葉狩りで秋を楽しむ

今
年
も
よ
ろ
し
く
　
　

今
年
も
よ
ろ
し
く
　
　

　
お
願
い
い
た
し
ま
す

　
お
願
い
い
た
し
ま
す
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療
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ふ
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の
家
六
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み
ん
な
の
家
つ
つ
み
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地 域 活 動 特 集地 域 活 動 特 集

朝倉支部
　12月８日（金）『すこしおチェック』と『すこし
おカルタ』を行いました。すこしおチェックでは
減塩についてのクイズに挑戦し、答え合わせの際
は管理栄養士に補足していただきながら、減塩の
大切さを改めて学びました。すこしおカルタでは
４人１グループで真剣勝負！初めてとは思えない
素早さで取り合い、意外な盛り上がりがありまし
た。
　朝倉支部では地域の方が気軽に参加できるイベ
ントを季節に合わせて開催しています。このよう
なイベントが、新たな繋がりの場になる様にこれ
からも企画を考えていきます。

理事　片貝ひさ子

大泉千代田支部
　大泉千代田支部では12月9日（土）に、『食と健康を通して人と地域
がつながる』をテーマに『ゆいの家ふれあいフェス！』を開催しまし
た。
　大泉千代田支部は、「子どもたちのお口ポカンを何とかしたい！」と
活動していますが、なかなか若い世代とつながれていないのです。そ
こで、館林支部の若い組合員の力を借りて、大泉町の若い人たちにも
ゆいの家の存在を知ってもらおうとミニマルシェを開いてもらうこと
にしました。出店者や運営スタッフとして70人が協力してくれました。
　大泉町内の4つの小学校の放課後こども教室でチラシをまいても
らったり、大泉町公民館へ置いてもらっ
たチラシを見て、また、地元の自治会が
チラシを回覧してくれたお陰で130人
も集まってくれました。お買い物や子ど
も遊びスペースで家族そろって楽しむ
様子を見て嬉しくなりました。
　まちの居場所として、健康づくりの情
報を発信する場として、こ
れからもゆいの家を運営し
ていきます。
　ゆいの家ふれあいフェス！

実行委員長　河野隆

あずま滝川支部
　手作り班会で、11月27日（月）に年末の恒例行事「リー
ス作り」を行いました。手作り班会を立ち上げてから４年
間、リースとお正月飾りを交互に作ってきましたが、今年
は「一年中飾れるリース」をテーマに、造花や葉物などの
材料から自分の好きな飾りを選んで作成しました。16名の
参加でしたが、完成した作品は個性豊かで、同じ材料を使
っても同じリースは一つとしてなく、これこそ手作りの素
晴らしい所です。飾
る楽しさと作る事の
楽しさをあじわえる
楽しい班会となりま
した。
　支部長　白石正江

桐生北支部
　栃木県境山懐、10戸程の鎮守の森で桐生北支部「錦秋里
山コンサート」を11月18日に行いました。穏やかな日和で
したが、終了前に日影が延びて肌寒さを感じました。
　プログラムは支部班会活動紹介を基本に歌声、民謡、健
康体操指導、健康チャレンジの案内等盛沢山でした。
　来場者は約100名（昼食販売85、お茶席55、健康チェッ
ク31名）「地元みか
ん」販売4,000円の
余禄もありました。
　この活動が「仲間
増やし」につながる
かが今後の課題で
す。
運営委員　中島孝守

気軽に参加できる気軽に参加できる
イベントをイベントを

ゆいの家で楽しく交流！ゆいの家で楽しく交流！
〜200人が集う〜〜200人が集う〜

みんな違ってみんないいみんな違ってみんないい

自然の中で楽しむ自然の中で楽しむ
「錦秋里山コンサート」開催「錦秋里山コンサート」開催
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仲
間
仲
間
のの
作
品
コ
ー
ナ
ー

作
品
コ
ー
ナ
ー

「
職
員
の
お
気
に
入
り
」

前
橋
市
　
萩
原
郁
男
さ
ん

「
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
っ
た
お
す
し
」

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
城
東
利
用
者
、
職
員
一
同

伊勢崎支部
　久しぶりに楽しい事がしたいねと、支部のみんなと
相談し、11月10日（金）お茶飲み保健室たんぽぽに
アコーディオン奏者の松田先生を迎え、イベントを企
画し、20名の方が集まりました。
　当日は地域包括支援センターと市役所社会福祉課
の職員も参加し、「最近は、引きこもりがちの高齢者
が多くなりその相談も受けている、近所を気にしてほ
しい」と呼びかけました。
　コロナ禍で中止していた食事会に参加していた方
達も集まり、昔懐かしい歌を沢山歌いました♫
　最後に｢おさななじみ｣を歌い、会を締めました！

理事　久保田康子

新里支部
　11月23日（木）10時からねぎし村（根岸宅敷地内）で焼き
芋大会を行いました。今年のサツマイモは大きな芋がたくさん
採れ、手頃な芋を選んで100本ほど準備しました。参加者は予
想を上回り、51人になりました。お土産に買っていく人や、途
中から参加する方もおり、芋を追加しました。
　昨年、組合員の仲間が作ってくれた芋釜には、一度に15〜20
本も芋を焼くことができます。芋が焼けるまで、平形さんのア
コーディオン演奏を聴いて懐かしい曲の演奏にうっとりです。
ほっこりと焼けた芋を美味しく頬張りながらアンコールの演奏
を聴きました。演奏に合わせてフォークダンスを踊り始めた女
性達もいました。
　太田から駆けつけてくれた柴田さん夫妻に、美味しいコーヒ
ーや、ミネストローネスープを用意していただきました。また、
その場でさつまいもの素揚げステイックをつくって頂き、みな
さん大満足でした。岩井さんからは立派な里芋や大根など新鮮
野菜を安価で販売していただきました。
　今年で２回目となります
が、バージョンアップし、新
たな交流も生まれ、とても
楽しいひと時を過ごしまし
た。

理事　根岸好男

上川支部
　青空で最高の天候に恵まれた12月２日（土）に上佐鳥町西原公
民館広場にてイモ煮会を開催し、51人が参加しました。支部長の
挨拶の後、イモ煮・サツマイモ御飯・サラダ・サーターアンダギ
ーをいただきました。０歳から90
歳代の方々が参加し仲良く交流し
ました。食器を持ち寄り、何度もお
かわりをする程おいしく、大きな寸
胴鍋もきれいに完食しました。
　今回で２回目ですが、今後も続
けて欲しいとの声が多く聞かれま
した。春は花見とバーベキュー、秋
はイモ煮会を続けて行なう約束で
今回も楽しく終える事が出来まし
た。協力していただいた方や参加してくれた方々に感謝して、次
回を楽しみに頑張ります。� 理事　関口治重

｢アコーディオンで歌おう｣｢アコーディオンで歌おう｣

うっとり、ほっこり、うっとり、ほっこり、
とても楽しいひと時を!!とても楽しいひと時を!!

イモ煮会で多世代交流イモ煮会で多世代交流
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ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　
御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　
二
〇
二
四
年
一
月
二
十
七
日
当

日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　
〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　
解
答
　
官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
293
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
292
回
の
答
え
》

コ
タ
ツ
ビ
ラ
キ（
こ
た
つ
開
き
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

茨
城
県
の
県
庁
所
在
地

２　

拝
啓
の
手
紙
の
結
び
は
敬
具
。
前

略
で
書
き
出
す
時
は
？

３　

海
馬
と
も
い
う
竜
の
子
ど
も
？

４　

ス
キ
ー
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
い
ま
す

６　

ト
ゲ
の
あ
る
愛
の
花

８　

反
対
語
は
ア
マ

９　

新
１
万
円
札
の
肖
像
画
は
渋
沢
栄

一
。
新
５
千
円
札
は
？

11　

マ
ッ
チ
１
本
、
火
事
の
…
…

12　

考
え
が
堅
く
て
、
ゆ
う
ず
う
が
き

か
な
い
人

13　

ト
ッ
パ
ン
（
凸
版
）
の
反
対
の
凹

版
。
な
ん
て
読
む
？

17　

ま
な
…
…
の
上
の
鯉

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

12
月
最
後
の
日

３　

正
月
の
遊
び
の
一
つ
で
す

５　

…
…
至
。
…
…
眠
。
越
…
…

６　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
長
編
小
説

『
罪
と
…
…
』

７　

女
性
の
声
楽
の
最
高
音
域
。
…
…

歌
手

９　

と
お
り
み
ち
の
こ
と

10　

過
去
の
出
来
事
で
深
く
心
に
残
っ

て
い
る
事
柄

13　

一
昨
年
の
こ
と
で
す

14　

ス
キ
ヤ
キ
の
肉

15　

パ
ス
カ
ル
の
言
葉
。「
人
間
は
考

え
る
…
…
で
あ
る
」

16　

羽
根
を
突
く
道
具

18　

も
め
ん
の
こ
と
で
す

19　

コ
ロ
ン
ブ
ス
は
立
て
ま
し
た

293
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《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの６文字をうまく並

べてできる言葉は？　　　　　　　

                                                                                        　　（作・モロズミ勝）

　
　

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

12
月
最
後
の
日

３

正
月
の
遊
び
の
一
つ
で
す

５

…
…
至
。
…
…
眠
。
越
…
…

６

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
長
編

　
　

小
説
『
罪
と
…
…
』

７

女
性
の
声
楽
の
最
高
音
域
。

　
　

…
…
歌
手

９

と
お
り
み
ち
の
こ
と

10

過
去
の
出
来
事
で
深
く
心
に

　
　

残
っ
て
い
る
事
柄

13

一
昨
年
の
こ
と
で
す

14

ス
キ
ヤ
キ
の
肉

15

パ
ス
カ
ル
の
言
葉
。「
人
間
は

　
　

考
え
る
…
…
で
あ
る
」

16

羽
根
を
突
く
道
具

18

も
め
ん
の
こ
と
で
す

19

コ
ロ
ン
ブ
ス
は
立
て
ま
し
た

　
　タ
テ
の
カ
ギ

１

茨
城
県
の
県
庁
所
在
地

２

拝
啓
の
手
紙
の
結
び
は
敬
具
。

　
　

前
略
で
書
き
出
す
時
は
？

３

海
馬
と
も
い
う
竜
の
子
ど
も
？

４

ス
キ
ー
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
い
ま
す

６

ト
ゲ
の
あ
る
愛
の
花

８

反
対
語
は
ア
マ

９

新
１
万
円
札
の
肖
像
画
は
渋
沢

　
　

栄
一
。
新
５
千
円
札
は
？

11

マ
ッ
チ
１
本
、
火
事
の
…
…

12

考
え
が
堅
く
て
、
ゆ
う
ず
う
が

　
　

き
か
な
い
人

13

ト
ッ
パ
ン
（
凸
版
）
の
反
対
の

　
　

凹
版
。
な
ん
て
読
む
？

17

ま
な
…
…
の
上
の
鯉

答え

「トシコシソバ（年越しそば）」

日
本
酒
が
お
い
し
い
季
節
で

す
。
日
本
酒
は
秋
に
収
穫
し
た

新
米
を
原
料
に
し
て
、
12
月
か

ら
３
月
頃
に
か
け
て
造
ら
れ
ま

す
。
こ
の
時
期
に
出
荷
さ
れ
る

日
本
酒
は
「
新
酒
」「
し
ぼ
り

た
て
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
れ

で
は
、
日
本
酒
の
生
産
が
多
い

都
道
府
県
ベ
ス
ト
３
と
は
？

〈
答
え
〉

日
本
一
は
兵
庫
県
で
、

２
０
２
１
年
に
は
国
内
の
約

29
％
を
生
産
し
ま
し
た
。
灘
地

区
は
、
六
甲
山
地
を
源
流
と
す

る
良
質
な
水
、「
六
甲
お
ろ
し
」

と
呼
ば
れ
る
冬
の
寒
気
、
品
質

が
よ
い
酒
造
好
適
米「
山
田
錦
」

の
生
産
地
が
近
い
な
ど
の
好
条

件
が
そ
ろ
い
ま
す
。
２
位
は
、

古
い
歴
史
と
豊
か
な
水
源
を
も

つ
京
都
府
（
約
15
％
）
で
、
伏

見
が
有
名
。
３
位
は
米
と
水
に

恵
ま
れ
、
蔵
元
数
全
国
１
位
を

誇
る
新
潟
県
（
約
８
％
）
で
す
。

日
本
酒

9第三種郵便物認可　　　No. １３５２　2023 年１１月５日（日）　　　　　　　　

クロスワード

秋
は
新
米
が
お
い
し
い
季
節

で
す
。
日
本
で
稲
作
が
始
ま
っ

た
の
は
約
３
０
０
０
年
前
の
縄

文
時
代
後
期
。
弥
生
時
代
に
は

本
州
最
北
で
も
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
北
海
道
で

稲
作
に
成
功
し
た
の
は
明
治
時

代
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
全

国
で
作
ら
れ
る
コ
メ
。
で
は
、

収
穫
量
ベ
ス
ト
３
の
都
道
府
県

と
は
？

〈
答
え
〉

２
０
２
２
年
産
の
収
穫
量
を

見
る
と
、
１
位
は
代
表
的
銘
柄

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
産
地
・
新

潟
県
で
全
国
割
合
８
・
68
％
。

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの６文字をうまく並

べてできる言葉は？　　　　　　　

                                                                                        　　（作・モロズミ勝）

２
位
は
７
・
61
％
の
北
海
道
、

３
位
は
６
・
28
％
の
秋
田
県
で

し
た
。
順
位
は
12
年
以
来
不
動

で
す
。
精
米
後
の
コ
メ
は
空
気

に
触
れ
て
品
質
が
低
下
す
る
の

で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
入

れ
て
冷
蔵
庫
で
保
存
す
る
の
が

お
い
し
く
食
べ
る
コ
ツ
で
す
。

　
　

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

…
…
カ
ー
ド
。
…
…
ソ
ン
グ
。

５

２
０
２
４
年
の
干
支

７

氷
柱
っ
て
何
て
読
む
？

８

ル
ド
ル
フ
は
サ
ン
タ
さ
ん
の
ソ

　
　

リ
を
引
く
赤
鼻
の
…
…
で
す

10

別
名
を
タ
テ
ガ
ミ
ト
カ
ゲ
と
も

11

メ
キ
シ
コ
を
代
表
す
る
料
理

13

積
み
重
ね
て
遊
び
ま
す

15

風
邪
を
引
い
て
コ
ン
コ
ン

16

…
…
に
よ
っ
て
、
…
…
の
ご
と

　
　

し
、
い
つ
も
同
じ
で
す

18

今
年
の
新
語
、
…
…
大
賞
は
？

22

世
の
中
を
批
評
す
る
…
…
漫
画

23

旅
行
に
出
発
す
る
こ
と

　
　タ
テ
の
カ
ギ

１

サ
ン
タ
さ
ん
の
贈
り
物
が
入
っ

　
　

て
い
る
か
な
？

２

ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
花
の
こ
と

３

打
球
が
大
き
く
そ
れ
ま
し
た

４

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
…
…

５

能
あ
る
…
…
は
爪
を
隠
す

６

物
事
の
そ
の
後
を
追
っ
て
調
べ

る
…
…
調
査

９

鎌
は
弁
慶
の
…
…
道
具
の
一
つ

12

品
質
や
程
度
が
高
い
…
…
品

14

雨
ま
じ
り
の
雪
で
す

15
「
そ
ん
な
…
…
は
聞
き
た
く
な

　
　

い
」

17

武
器
（
？
）
は
最
後
っ
屁

19

善
光
寺
参
り
を
す
る
動
物

20

…
…
は
世
に
つ
れ
、
世
は
…
…

　
　

に
つ
れ

21

モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
…
…
砂
漠

答え　「コタツビラキ」
　　　（こたつ開き）

コ
メ

クロス漢字ワード当選者��（①応募総数②正解者数③当選者）／ 291回①45通②43通③5名　こはく（前橋市）　渡辺努（前橋市）　はくいち（みどり市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばぁばの娘（前橋市）　山本静江（前橋市）

（
敬
称
略
）

「
脳
卒
中
予
防
十
ヶ
条
」を
い
つ
で

も
見
ら
れ
る
様
リ
ビ
ン
グ
の
テ
ー

ブ
ル
に
置
き
ま
し
た
。
趣
味
を
意

欲
的
に
と
い
う
事
で
す
の
で
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
に
目
標
歩
数
を
設
定
し

ク
リ
ア
で
き
る
様
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

（
前
橋
市　

渡
辺
努
）

糖
尿
病
で
前
橋
協
立
病
院
に
受
診

し
て
い
ま
す
。
先
生
の
指
導
で
毎

日
散
歩
を
続
け
て
い
ま
す
。
五
千

歩
か
ら
八
千
歩
で
近
所
の
景
色
を

見
な
が
ら
毎
日
道
を
変
え
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

山
本
静
江
）

二
ヵ
月
に
一
度
の
カ
タ
ク
リ
班
会

（
健
康
班
会
）
は
、
い
つ
も
漬
物
の

差
し
入
れ
で
話
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

 

（
み
ど
り
市　

須
田
章
七
郎
）

43
年
前
、
前
橋
協
立
病
院
が
新
築

さ
れ
本
町
か
ら
引
っ
越
し
、
な
つ

か
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
も
う
一

度
、
新
築
さ
れ
る
病
院
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。
役
割
は
43
年
前
と
は

変
わ
り
、
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る

在
宅
支
援
の
機
能
重
視
と
月
掛
け

増
資
で
す
が
、
応
援
し
て
い
き
ま

す
。
ク
イ
ズ
の
解
答
「
い
ち
ょ
う

並
木
」
は
近
く
の
公
園
で
も
見
事

な
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
で
も
掃
除

が
大
変
そ
う
！

（
前
橋
市　

赤
城
お
ろ
し
）

父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
毎
月
、
実

家
に
帰
っ
て
お
り
ま
す
。
家
と
の

両
立
は
、
大
変
で
す
が
、
子
ど
も

の
協
力
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
母

も
少
し
ず
つ
元
気
に
な
っ
て
い
る

様
で
す
。 

（
東
京
都　

茉
莉
花
）

天
気
が
良
か
っ
た
の
で
、
桐
生
の

今
、
床
も
み
じ
で
話
題
の
宝
徳
寺

に
妻
と
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん

な
近
く
に
き
れ
い
な
お
寺
が
あ
っ

た
ん
で
す
ね
。
感
動
し
ま
し
た
。

（
み
ど
り
市　

は
く
い
ち
）

病
気
や
ケ
ガ
も
な
く
元
気
い
っ
ぱ

い
過
ご
せ
た
一
年
で
し
た
。
体
は

元
気
で
も
心
に
元
気
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い

の
で
し
ょ
う
。
学
校
も
社
会
も
ス

ト
レ
ス
が
多
い
も
の
で
す
。
心
も

体
も
元
気
い
っ
ぱ
い
過
ご
せ
る
世

の
中
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。 

（
太
田
市　

あ
か
り
ん
）

長
い
間
、
色
々
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
私
も
傘
寿
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
応
募
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
診
療
所
の
先
生

方
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
ま
で
生
き
ら
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
皆
様
に
も

感
謝
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
。 

（
前
橋
市　

新
宮
幸
子
）

「
花
咲
か
じ
い
さ
ん
」の
記
事
を
読

ん
で
大
変
心
が
ほ
っ
こ
り
し
ま
し

た
。
森
田
さ
ん
す
ご
い
で
す
。
気

持
ち
は
あ
っ
て
も
、
行
動
に
起
こ

す
こ
と
は
、
大
変
む
ず
か
し
い
、

そ
れ
を
実
行
。
す
ご
い
の
一
言
で

す
。 

（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

第
164
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　
2023
・
12

夫
が
為す

る
白
菜
漬
の
準
備
か
な�

和
子

年
送
る
止や

ま
ぬ
戦
い
く
さを
憂
ひ
つ
つ�

星
子

風
呂
吹
き
や
古
き
テ
ー
ブ
ル
つ
や
や
か
に�

丑
男

庭
先
に
咲
く
花
も
飾
り
て
年
迎
う�

麗
子

投
稿今

年
こ
そ
戦
争
の
無
い
世
界
か
ら

中
島
喜
太
郎

お
偉
方
民
の
苦
し
さ
つ
ゆ
知
ら
ず

石
田
俊
彦

猛
暑
去
り
寒
さ
身
に
し
み
こ
た
つ
出
す

や
っ
ち
ゃ
ん

上
州
の
野
菜
た
っ
ぷ
り
味
噌
雑
炊

マ
リ
リ
ン

母
の
煮
し
冬
至
南
瓜
の
な
つ
か
し
き

ユ
ー
ミ
ン

物
思
い
川
辺
の
ベ
ン
チ
で
鰯
雲

伊
藤
ミ
ツ

【
俳
句
】

【
川
柳
】

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　
2023
・
12

銀
杏
を
拾
う
公
園
散
歩
道�

洋
子

あ
り
が
と
う
菊
の
香
残
し
キ
ャ
ッ
プ
置
く�

信

陽
あ
た
り
の
縁
で
お
手
玉
お
さ
な
き
日�

Ｍ
ち
ゃ
ん

ど
の
名
に
も
心
が
動
く
今
年
米�

松
ち
ゃ
ん

庭
掃
除
ほ
っ
と
一
息
秋
惜
し
む�

あ
こ
ち
ゃ
ん

か
ら
っ
風
ご
み
を
あ
つ
め
て
冬
来
た
る�

ミ
ネ

小
春
日
に
う
と
う
と
う
と
と
ぬ
れ
縁
で�

Ｙ
ち
ゃ
ん

ハ
イ
ど
う
ぞ
妻
は
蕎
麦
出
す
除
夜
の
鐘�

章

お
母
さ
ん
青
空
な
が
め
淋
し
そ
う�

け
ん
ち
ゃ
ん

２
０
２
３
年
の
11
月
１
日
が
「
こ

た
つ
開
き
の
日
」
で
し
た
ね
。
調

べ
て
み
る
と
「
炉
の
日
」
と
も
言

わ
れ
、
昔
か
ら
亥
の
月
の
最
初
の

亥
の
日
に
暖
房
器
具
を
出
す
と
亥

が
水
の
気
を
持
つ
の
で
火
事
に
な

ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。 

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

友
人
と
四
国
の
石
鎚
神
社
、剣
山
、

金
比
羅
様
と
三
県
に
渡
っ
て
行
っ

て
き
ま
し
た
。
３
日
間
と
も
天
気

に
恵
ま
れ
所
々
で
友
人
が
ほ
ら
貝

を
ふ
い
て
気
持
ち
良
か
っ
た
で

す
。 

（
前
橋
市　

こ
は
く
）

今
回
の
記
事
と
て
も
興
味
深
く
読

み
ま
し
た
。
支
部
で
ボ
ッ
チ
ャ
に

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
な
と
。ま
だ
ま
だ
、

多
く
で
集
ま
っ
て
と
い
う
の
が
、

で
き
な
い
け
れ
ど
世
代
間
で
と
い

う
の
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
参
考

に
な
り
ま
す
。
こ
の
所
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
猛
威
で
出
か
け
る
時
は

夫
と
２
人
で
注
意
し
な
が
ら
か
な

と
思
い
ま
す
が
、
い
つ
ど
こ
で
も

わ
か
ら
な
い
け
ど
…
。

（
前
橋
市　

ば
ぁ
ば
）

腰
痛
が
激
し
か
っ
た
の
で
今
年
の

六
月
よ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
、
お

世
話
に
な
り
週
二
回
で
送
迎
し
て

頂
き
有
難
い
事
に
大
分
良
く
な
り

ま
し
た
。
心
身
共
に
元
気
に
な
り

ま
し
た
。
家
で
じ
っ
と
し
て
い
な

い
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

感
謝
で
す
。 

（
前
橋
市　

Ｍ
子
）

毎
回
、
郵
便
ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い

る
、
当
「
く
ら
し
と
健
康
」
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
各
支
部
の

活
動
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
太
田
市　

ヒ
ロ
シ
）

先
月
号
の
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　【
誤
】　

止
め
戦
禍
願
い
し
後
の
月 

星
子

　【
正
】　

止
め
戦
禍
願
い
は
深
し
後
の
月 

星
子
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理
事
会
だ
よ
り

●
11
月
25
日
（
土
）
定
数
28
名
中
23
名
の
出
席
で
第

７
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

① 

会
務
報
告

② 

専
門
委
員
会
報
告

③ 

上
期
経
営
概
況
と
下
期
経
営
課
題
に
関
す
る
件

④ 

新
病
院
建
設
進
捗
状
況
に
関
す
る
件

⑤  

２
０
２
３
年
度
活
動
の
中
間
ま
と
め
と
下
期
課

題
に
関
す
る
件

⑥ 

賞
与
資
金
調
達
に
関
す
る
件

⑦ 

前
橋
協
立
病
院
の
Ｃ
Ｔ
更
新
に
関
す
る
件

以
上
、
報
告
・
協
議
の
上
、
提
案
ど
お
り
承
認
し
ま

し
た
。

群馬中央医療生協はいま（2０23年11月末）

組　合　員� 35，24０人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： 26，3０1人

　太田・館 林 地 域　組合員：　5，842人

　桐生・みどり地域　組合員：　2，959人

　その他の地域　組合員：　　138人

出　資　金� 9億7,726万０,2００円

一人平均出資金� 27，731円

 前橋市 
前橋協立病院　健診室

前橋協立診療所

ご予約・お問い合わせ　TEL 027-265-3511(代表)
平日　９時30分〜16時30分

予約受付中！
ご予約・お問い合わせ　TEL 027-231-6060

予約受付中！
各種オプション検査・人間ドックも実施しています。

2023年度 自治体健診

感染対策を行い、安心して受診することができま
すので、ぜひご予約ください。

○看護師　勤務場所／前橋協立病院、法人内訪問看護ステーション
○介護支援専門員　勤務場所／在宅介護支援ｾﾝﾀｰ朝倉

前橋市天川大島町57-1

＜勤務時間＞　8：30〜17：00　土曜8：30〜17：00
　　　　　　　（職場により変則勤務あり）
＜給　　与＞　当社規定による　昇給あり　賞与年３回
　　　　　　　通勤手当　他
＜休　　日＞　日曜・祝日、土曜午後、４週７休制、夏休み
　　　　　　　年末年始　（2021年度休日117日）
＜福利厚生＞　社会保険完備、退職金制度、職員共済会など

　◎お問い合わせ先　
　　群馬中央医療生協本部　電話027-265-3531（堀口）

○看護師　○診療放射線技師
○理学療法士　○作業療法士　言語聴覚士

既卒者募集

2024年度新卒募集

職 員 募 集

群
馬
民
医
連
「
憲
法
川
柳
」

選
考
結
果
発
表

２
０
２
３
年
４
月
１
日
～
10
月
31
日
で
募
集
し
て
い
た
憲
法

川
柳
の
選
考
結
果
が
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
84
首
全
て
が
力
作
で
、
獲
得
票
も
拮
抗
し
て
お
り
大
変
難
し

い
審
査
で
し
た
。

〈
最
優
秀
賞
〉

も
う
や
め
て　

戦
争
準
備
と　

物
価
高�

大
西
あ
い
子

九
条
が　

も
っ
と
も
強
い　

抑
止
力�

大
山
友
子

〈
優
秀
賞
〉

改
憲
も　

本
音
と
建
前　

二
刀
流�

主
役
は
国
民

憲
法
の　

平
和
か
み
し
め　

孫
を
だ
く�

小
野
隆
義

ご協力ありがとうございました
『ガザへの人道支援緊急募金』
　皆様のご協力で12月18日までに163,336円の募金が集

まりました。国連児童基金（ユニセフ）、日本国際ボランテ

ィアセンター (ＪＶＣ)の2団体へ届け、食料、医薬品等の支

援に充てさせていただきます。

　わたしたちは、人類の生命と健康を破壊する一切の戦争政

策に反対することを綱領に掲げている団体として、ハマス、

イスラエル双方を強く非難し、双方の武力行為の即時停止を

求める、憲法9�条を持ち、双方と歴史的、宗教的中立の立場

にある日本政府に対し、一刻も早い停戦を実現するため、あ

らゆる外交努力をおこなうことを強く求めます。
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協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、
基
本
体
制
の
た
め
、
診
療
月
に
よ
っ
て
は
、

祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診） 半澤 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３） 萱間 萱間 萱間

(第1,奇数月第4）
萱間

(第2,4,5）
桑原 桑原 桑原 桑原 桑原 桑原

午後
火・金		12:30～ 16:30
月・水		13:30～ 16:30
  木  		15:00～16:30

半澤
(奇数月第4）

＊歯科医の研修等で変更に
なることがあります。担当
制を希望される方は、お手
数ですが事前にお問い合わ
せ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっておりま
す。お電話で予約できます。
＊診療時間中の急患は随時
受け付けておりますので、
ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間（奇数月第4休診）
桑原

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～20:00）

半澤
(偶数月第3）

半澤
(第1,奇数月第4）

萱間 萱間
(第2,3,4,5）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
江田

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
服部

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口　遠藤
第４週　加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00～
17:00

小泉 遠藤
（15：00～） 江田 伊藤

遠藤
加藤

（15：00～）
夜間

17:00～ 加藤

訪問診療 加藤 遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 野田 小澤
※�糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべくお早めに受付をお願い致します。
※�新型コロナウイルスワクチン接種のため、午後の診療時間が一部変更となる場合があります。

前橋協立病院前橋市朝倉町828-1　　☎�027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
科
／
総
合
診
療

午
前

初診 小　林修 中　村 小　野
高　柳 弘　中 保　田 大　宮

予
約
外
来

一般
瀧　口道
保　田
瀧　口由

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞

瀧　口道
宮　澤
小　野芳
高　柳

西　上（第４休診）
小　林修
瀧　口由

瀧　口道
瀧　口由
西　上

瀧　口道
西上（第４週）

専門
内科/心療内科：鈴　木（第１/２/３/５週）
糖尿病：深　津
塵　肺：小　林
（第４週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病運動療法：深　津

（第１/３週）
糖尿病・甲状腺：吉　川 内科/心療内科：鈴　木

糖尿病：深　津

内科/心療内科：鈴　木（第１/４/５週）
循環器：久野（第１週）
呼吸器：砂長（第３週）
糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第３/４週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

初診 須　藤 工藤瑞 大　宮 弘　中 須　藤

＊夜間は予約患者さん専用外来となります。
＊急患の方はいつでもご相談下さい。

予
約
外
来

一般 田ヶ原 野　本
野　本
三　浦章
木　村

田ヶ原
橋　爪洋

専門 泌尿器（松尾/福田）
内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：髙𣘺
肝臓：高　柳

循環器：金　古
糖尿病・甲状腺：新　井
呼吸器：新居（第４週）

心療内科：鈴　木
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸

夜間 予約外来 内科/心療内科：鈴　木 三　浦章 西　上（第２・４週）

訪問
診療

午前 齋　藤 中　村

午後 木　村 瀧　口由 保　田 岩　森（第３）
瀧　口由

西　上（第２・４週）
担　当（第１・３週）

嚥下外来 午後 矢　島賢

小児科

午前 一般 矢　島
佐　藤 矢　島 齋　藤 矢　島

齋　藤
矢　島
齋　藤

齋　藤
佐　藤

午後
予
約
外
来

専門
神経発達：齋　藤
（第２/４週）

精神衛生相談：角　田

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

神経発達：齋　藤

アレルギー：矢　島
（第１週休診）

精神衛生相談：角田

予防 予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

予防接種：齋　藤
（第３休診）

乳児健診・予防接種
齋　藤（第２・４週）

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 神経発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前 婦人科 北　原
（10：00～）予約のみ

北　原
予約のみ 北　原 北　原（第１/３/５週）

西　出（第４週）産科
午後 婦人科 北　原 北　原 休　診　（手術） 北原（14:30～） 北　原
夜間 北　原（17:00～18:30）

外科 午前 休　診 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森（第４/５週休診）
午後 岩　森 岩　森 （岩森）※手術の場合は休診 岩森	第３週休診 岩　森

脳神経外科 午前 朝　倉 朝　倉
骨 午前 茂　木	８：30～10：00

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田 休　診
午後 手　術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 坂本（第２週休） 柿　崎 高草木 植　原 坂　本 交替制
午後 腸 岡　野 山　𥔎

健　診
午前 須　藤 伊　藤 矢　島 須　藤 須　藤
午前 乳腺・甲状腺 担当医 飯　島 飯　島 飯　島 大　島
午前 婦人科 根　岸 根　岸 飯　島 根　岸 北　原 北　原

小児科受付時間 午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。午後14:00~16:00

2024年１月１日現在の診療体制
第２土曜日・日曜日・国民の休日は休診
及び年末年始（12月30日〜１月３日）は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28� ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前　月～金
9:00～12:00
土　9:00～12:00
16日、23日
9:30～12:00

高柳（11:00まで）
井上
大野

高柳（11:00まで）
桑原

桑原
谷口

高柳（11:00まで）
井上
大野

高柳（11:00まで）
桑原

６日：高柳
20日：井上
27日：谷口

午後
15:30～17:00 高柳 桑原 井上 井上 井上

夜間 高柳
17:00～18:30

高柳
17:00～18:00

午前・午後とも、予約制となっています。予約がない場合、待ち時間が長くなることがあります。ご了承下さい。
※	新型コロナウイルスワクチン接種の対応のため、午後の診療時間と土曜の診療体制の一部を変更しています。
※レントゲン：月～金曜日の午前中　＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
※休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・国民の休日　＊訪問診療を行っています。詳しくはお問い合わせください。

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内	

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上 小林(第１・２)

西上（第３～５） 西上 鈴木(第４以外)
西上（第４） 小	林 西上(第１・3)

片岡（第４・５）
午後15:00～
17:00 15:30～ 西上 西上

（第１以外） 西上 西上 西上
（第1・３・５）

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第２・４週)
新型コロナウイルスワクチン、インフルエンザワクチン接種実施中
介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
外来受診送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）

※第２土曜・
祝日　休診

診療体制は毎月変わる可能性がありますので、受診の際は最新号の「くらしと健康」をご覧いただくか、事業所へお電話でお問い合わせ下さい。
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